
▶問い合わせ
　　財政課
　☎0287（62）7118

市のお金の内訳は?
平成30年度の財政状況をお知らせします 本

平成29年度末残高 ① 333億9,924万円
　　30年度借入 ② 51億4,500万円
　　30年度元金償還 ③ 45億4,023万円
　　30年度末残高 ①＋②－③ 340億   401万円

会計名 歳入・歳出
予算額

歳入 歳出
収入済額 収入率 支出済額 支出率

国民健康保険 140億4,306万円 137億6,044万円 98.0% 125億3,119万円 89.2%
後期高齢者医療 11億1,966万円 11億   421万円 98.6% 10億8,386万円 96.8%
介護保険 84億1,928万円 78億9,951万円 93.8% 67億3,413万円 80.0%
下水道事業 32億1,116万円 24億8,827万円 77.5% 24億2,973万円 75.7%

農業集落排水事業 1億2,289万円 1億   572万円 86.0% 1億     96万円 82.2%
温泉事業 5,895万円 5,542万円 94.0% 3,675万円 62.3%
墓地事業 457万円 476万円 104.2% 324万円 70.8%

産業団地造成事業 2億7,772万円 2,512万円 9.0% 1億9,894万円 71.6%
計 272億5,729万円 254億4,345万円 93.3% 231億1,880万円 84.8%

区分 予算額 収入・支出済額 収入・支出率

収益的収支
収入 28億4,981万円 28億4,147万円 99.7%
支出 25億6,232万円 23億9,573万円 93.5%

資本的収支
収入 4億5,274万円 3億8,262万円 84.5%
支出 15億3,683万円 12億7,505万円 83.0%

○一般会計の市債残高○公営水道の経理状況

○特別会計の執行状況

歳
入 432億2,993万円 396億6,062万円

※②は出納整理期間中に借り入れる額を含みます。

繰越金

地方譲与税
および各種

交付金

その他

予算額
収入済額

(　) 内は収入済割合

民生費

公債費

教育費

衛生費

土木費

総務費

商工費

消防費

農林水産業費

その他

186億9,530万円

予算額
支出済額

(　) 内は支出済割合

市税

国庫支出金

地方交付税

諸収入

県支出金

市債

※1　分担金・負担金、使用料・手数料、財産収入、寄附金、繰入金
※2　議会費、労働費、災害復旧費、諸支出金、予備費

※1

※2

収入済額 支出済額

○一般会計の執行状況

　平成31年3月31日現在の30年度予算額と執行状況をお知らせします。5月末日までの出納整理期間（前年度予算の未収・
未払いを整理する期間）の収入・支出を含む30年度の決算状況は、11月の広報なすしおばらでお知らせします。

187億8,343万円(100.5%)

73億8,156万円
57億1,712万円(77.5%)

47億6,478万円
47億6,478万円(100.0%)

38億5,658万円
30億6,874万円(79.6%)

53億6,570万円
21億4,050万円(39.9%)

19億8,685万円
19億7,912万円(99.6%)

19億7,659万円
19億7,659万円(100.0%)

30億9,974万円
29億5,586万円(95.4%)

34億   741万円
18億4,379万円(54.1%)

167億6,872万円
151億8,190万円(90.5%)

68億5,696万円
48億4,166万円(70.6%)

47億3,085万円
46億   211万円(97.3%)

59億3,176万円
34億7,483万円(58.6%)

64億5,914万円
31億8,966万円(49.4%)

35億2,577万円
29億6,544万円(84.1%)

19億3,341万円
18億6,686万円(96.6%)

17億9,473万円
17億4,073万円(97.0%)

21億3,054万円
14億5,807万円(68.4%)

4億   263万円
3億3,936万円(84.3%)

505億3,451万円 505億3,451万円予算額 予算額歳
出

（収入率　85．5％） （支出率　78．5％）

就任のごあいさつ

那須塩原市長　渡辺 美知太郎

【渡辺 美知太郎 市長プロフィール】
昭和57年12月28日生。36歳。
平成25年7月から平成31年4月ま
で参議院議員。
慶應義塾大学卒業。

　去る4月21日に行われた市長選挙において、多
くの市民の皆さま方の温かいご支援を賜り、那須
塩原市の第4代市長の重責を担うこととなりまし
た、渡辺美知太郎でございます。
　人口減少や少子高齢化が進む中、本市において
も、今後、市が一丸となって取り組んでいくべき
さまざまな行政課題が山積しており、改めて、市
政を担う責任の重さを実感しているところでござ
います。
　一方、本市では、これまでにALTの全校配置
など全国的に見ても先進的な取り組みを行ってお
り、また、「明治期の華族農場を中心とする那須
野が原開拓の歴史」のストーリーが文化庁から日
本遺産の認定をいただくなど、素晴らしい点も多
くございます。

　今後は、本市の魅力を全国に広く発信し、皆さ
まと共に、「令和」という新しい時代にふさわしい
まちづくりをしてまいりたいと考えております。
　私は、今回の選挙に当たり、「人を創る」「安心
を創る」「まちを創る」「産業を創る」「未来を創る」
の“5つの創る”で、やさしいまち、にぎわうまち、
元気なまちを創造することを基本理念として掲げ
ました。
　これからの4年間、初心を忘れることなく、公
約の実現と着実な市政運営を図り、本市の発展に
向けて、全身全霊を傾けて取り組んでまいる所存
でございますので、皆さま方のご理解ご協力をお
願い申し上げます。
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